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今 後 の 進 め 方 に つ い て 

 

 

ヒヤリングの進め方について（案） 

 

○ ヒヤリングの内容としては、以下の問いに対して、それぞれの専門や経

験を踏まえた意見を求めることとしてはどうか。 

 

・ 少子高齢化の進展等の変化を踏まえ、中長期的未来（例えば２０年後

（２０２５年頃）を想定）において必要とされ、期待される看護の機 

能・役割はいかなるものか。 

・ そうした機能・役割を果たすために看護師を中心とした看護職員に求

められる資質・能力とはいかなるものか。 

 

 

○ ヒヤリングの対象者は、以下のような分野等の有識者としてはどうか。  

 

（１） 看護・医療に係る歴史、文化、学術関係 

（２） 看護・医療の臨床現場 

（３） 患者・家族 

（４） 関係団体 

  


